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 昔、坂本九という歌手がいた。生きていれば 85歳だ。 

 彼は 1961年にアメリカで「SUKIYAKI」と題して爆発的なヒット曲となり全米１位に輝い

た名曲「上を向いて歩こう」で有名だ。野茂英雄はメジャーリーグのデビュー戦、この曲

を背にマウンドに上がった。他にも「見上げてごらん夜空の星を」「涙くん さよなら」「明

日があるさ」がある。 

 その後、坂本九は司会業など幅広く活躍し、徐々に歌手としての活動に多くの時間を割

くことがなくなっていた。そんな頃、当時テレサテン「時の流れに身をまかせ」「別れの

予感」等生み出した作詞家・荒木とよひさ、作曲家・三木たかしの黄金コンビが、ヒット

に拘らずに、盟友坂本九が、愛妻柏木由紀子に本当の気持ちを伝える曲、そしてコンサー

トのアンコールに歌える曲を、と 1985年５月に誕生したのが「心の瞳」である。 

 

 今の年代の私に響くのは、この曲の次のフレーズだ。 

     ～いつか 若さを 失くしても 心だけは  

決して 変わらない 絆で 結ばれてる～ 

 この曲のレコーディングを終えた坂本九は「ゆっこ！僕たちのことを歌ったような曲だ

よ！聴いたらきっと泣いちゃうよ！」と妻に伝え、娘を入れて家族皆で聴いたという。ニ

キビ跡の残る、眼を細くして顔をクシャクシャにして奥様に走る坂本九の面影が浮かぶ…。 

 

 その３か月後の８月 12日、坂本九は日航機 123便墜落事故で亡くなった。享年 43歳。 

 その後この曲は、荒れていた千葉県の中学校で合唱曲として歌われたことを皮切りに、

人伝に全国各地に広がっていった。後年、柏木由紀子は「皆様の心の中に、坂本九がずっ

と生き続けてくださることが出来たら…とても幸せです」と、メッセージを残している。 

  

 その３年後、松井五郎と玉置浩二は坂本九に捧げる曲「星空におちた涙」を発表した。

この曲から、ふたりの坂本九への敬意が伝わってくる。 

 曲のラストには「見上げてごらん夜の星を」のメロデイが織り込まれている。 

 

 ～涙をふいた ハンカチしまって やさしい思い出に 負けないように 

    明日を生きてゆける あのおおきな夢  

さよなら ありがとう あなたを忘れない～ 

 

 「心の瞳」には、このようなエピソードがあります。 

 ２年１組の皆には、この歌から感じたものを君たちの「心の瞳で」真っ直ぐに表現して

もらいたい。 

今の君たちにしか歌えない「心の瞳」、待ってます‼      (敬称略) 


